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安全な住まいにしよう 震災後に必要な物を想像しよう
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大地震では、家具が倒れ、あらゆるものが落下してきます。そのため、家具の下敷きになって身動きが取れ
なくなったり、落下物でけがをする危険性が高くなります。
被害を防ぐために、自宅の安全点検を行いましょう。

どんなことが起こるかを想像し、家族みんなで話し合ってみましょう。

不要な家具類は処分したり、ウォークインクローゼットや
据え付け収納家具へまとめて収納するなど、生活空間
にはできるだけ家具を置かないようにしましょう。

家具の数を減らそう

ドアや避難経路をふさがないよう、家具の配置を工夫し
ましょう。また、家具が倒れる向きも考えて配置しましょ
う。

家はに」所場る座「」所場る寝「、近付口り入出や路経難避
具は置かないようにしましょう。また、玄関のまわりには
物を置かない工夫をしましょう。

避難経路を確保する工夫をしよう

高さのある家具や冷蔵庫などは必ず固定しましょう。区
では、家具の転倒防止器具等の助成制度を設けている
ほか、家具の固定方法についてのパンフレットを作成し
ています。これらを活用して対策に取り組みましょう。

震災時に、家族のいのちを守る

事前確認シート

家具を固定しよう

港区SNS「災害・緊急対策関連情報」
港区防災アプリ、防災情報メール
防災ラジオ

災害用伝言ダイアル「171」
災害用伝言板
災害用ブロードバンド伝言板「web171」

家の中に逃げる場所をつくっておこう

□冷蔵庫や電子レンジなどの家電を固定している

□食器棚の固定をしている

□食器棚から中身が飛び出さないようにしている

□照明器具が落下しないように対策をしている

□散乱物で足をけがしないように履物を準備している

□屋外までの避難経路を確保している

□ガラスが割れないように飛散防止対策をしている

□停電時でも、懐中電灯を見つけられるようにして
いる

□非常持出袋は中身を整理し、すぐ取り出せるように
している

室内の確認事項 〔危険箇所のポイント〕
家族と一緒に確認して、室内を安全にしておこう。

周期の長いゆっくりとした大きな揺れである長周期地震動は、
高層住宅に起こりやすいため、重量のある家具には滑り止めを
付けましょう。キャスター付の家具やラックはキャスターをロッ
ク状態（キャスターにロック機能がな
い場合はキャスター皿で固定）にし、
高さのある家具はつっぱりポールで
天井と固定しましょう。

高層住宅特有の長周期地震動への対策

高層住宅では？

すぐに確認すること

情報を集める 安否確認

震災後は、水道、電気、ガスなどライフラインの停止が予想されます。
また、道路の状況などにより、支援物資が届くまでには数日かかる場合があります。
自分と家族を守るためにも、７日分の備蓄品を用意しておきましょう。
食料品については、調理や温めをせずに、そのまま食べられるものが役立ちます。

食　料
飲料水

携帯トイレ
生理用品
マスク、体温計

震災後の生活に必要なこと

飲食物 衛　生

水道、電気、ガスが復旧するには、数日かかります。
ライフライン停止時にも、自宅で安全に過ごすために、食料品以外も備蓄をしておきましょう。

カセットコンロ・予備のボンベ
懐中電灯（LEDランタン・ヘッドライト）
モバイルバッテリー
使い捨てカイロ

新聞紙
ウェットティッシュ
ラップ
ポリ袋

より安全に過ごすために

ライフライン 衛　生

地震が起きたときの鉄則は「落下物から身を守ること」
です。身近な避難場所としてはテーブルの下が安全で
す。家族全員が身を寄せることができる大きさで、天板
が厚く、脚が丈夫なテーブルが望ましいでしょう。
日頃から、テーブルや机の下には物を置かないように
注意し、テーブルの脚には滑り止めをつけておきま
しょう。

震災直後は、状況把握や安否確認等が重要になりますが、停電や通信障害などにより、平時よ
り情報を集めることが難しくなります。
不確実な情報に惑わされないよう、日ごろから防災に関する情報をチェックするなど、震災
時に正しい情報を手に入れる方法を確認しておきましょう。


